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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第23期 

第２四半期連結 
累計期間 

第24期 
第２四半期連結 

累計期間 
第23期 

会計期間 
自 平成27年４月１日 
至 平成27年９月30日 

自 平成28年４月１日 
至 平成28年９月30日 

自 平成27年４月１日 
至 平成28年３月31日 

売上高 （千円） 248,083 302,408 464,175 

経常損失（△） （千円） △322,047 △285,152 △447,266 

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純損失（△） 
（千円） △315,432 △283,056 △470,952 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △310,177 △266,120 △462,294 

純資産額 （千円） 1,022,220 617,798 883,919 

総資産額 （千円） 1,369,025 989,533 1,357,828 

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△） 
（円） △20.33 △17.85 △30.09 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 72.2 60.8 63.4 

営業活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） △355,210 94,265 △1,155,296 

投資活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） △494,724 64,297 △167,066 

財務活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） 1,081,249 △92,000 1,255,202 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高 
（千円） 606,760 365,947 305,764 

 

回次 
第23期

第２四半期連結
会計期間

第24期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

１株当たり四半期純損失（△） （円） △5.27 △7.03

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．第23期第２四半期連結累計期間、第23期及び第24期第２四半期連結累計期間は１株当たり当期純損失又は１

株当たり四半期純損失を計上しているため、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は記載し

ておりません。 
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２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更があった事項は以下の通りであ

ります。 

 

(1）上場廃止に関するリスクについて 

 当社は、平成28年６月27日に有価証券報告書を提出し、平成25年３月期から平成28年３月期までの４期連続して

営業利益及び営業キャッシュ・フローの額がマイナスの状態となったことから、有価証券上場規程第604条の２第

１項第２号に定める上場廃止基準に係る猶予期間入りしたことが株式会社東京証券取引所より発表されました。な

お、これにより当社は、平成29年３月期に営業利益及び営業キャッシュ・フローがマイナスの場合は、上場廃止と

なります。 

(2）継続企業の前提に関する重要事象等について 

 当社グループは、前連結会計年度において営業損失426,822千円及び親会社株主に帰属する当期純損失470,952千

円を計上しております。また、当第２四半期連結累計期間においても売上高は302,408千円と前年同四半期比

21.9％の増加となったものの、営業損失257,488千円及び親会社株主に帰属する四半期純損失283,056千円を計上し

ており、現在の低迷した売上状況が継続すれば営業損失が継続し資金繰りに懸念が生じる可能性があります。当該

状況等により継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

 当社グループでは、当該状況を早期に解消又は改善すべく対応策に取り組んでおりますが、現時点では継続企業

の前提に関する重要な不確実性が認められます。なお、継続企業の前提に関する事項及びその対応策に関しまして

は、「３ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー状況の分析 (7）継続企業の前提に関する重要事象等につ

いて」に記載しております。 

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。 

 

(1）業績の状況 

 当社グループの当第２四半期連結累計期間における業績の概況は、連結売上高302,408千円（前年同四半期比

21.9％増）となり、増収となりました。 

 これは、スマートフォンアプリ事業の売上高が前年同四半期と比較して大幅に増加したことによります。 

 また、営業費用につきましては、スマートフォンアプリ事業の売上高の増加に伴い売上原価が増加しております

が、マーケティング活動費用が前年同四半期と比較して減少していること及び開発費の資産計上により販売費及び

一般管理費が減少していることから、全体として減少しております。 

 上記の結果、営業損失257,488千円（前年同四半期営業損失320,725千円）、経常損失285,152千円（前年同四半

期経常損失322,047千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失283,056千円（前年同親会社株主に帰属する四半期

純損失315,432千円）となりました。 

 

 セグメントの業績の概況は、次のとおりであります。 

 

① 日本 

 日本セグメントでは、当社が平成28年５月から「Arcane（アーケイン）」英語版（Android）のダウンロード

配信を、北米、アジア、オセアニアその他の地域において開始し、英語版（iOS）の配信についても平成28年８

月に開始しております。更に、平成28年９月に南アメリカにおいて、平成28年10月にヨーロッパにおいて、それ

ぞれダウンロード配信を開始しております。 

 また、「Arcane（アーケイン）」の日本語版につきましては、国内子会社㈱ガーラジャパンにおいて、平成28

年８月より配信を開始しております。 

 配信開始後の売上高は概ね順調に推移しており、前年同四半期と比較し売上高（内部取引を含む）が大幅に増

加いたしました。なお、売上高の増加に伴う売上原価の増加により、営業費用が増加しております。 
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 これらの結果、日本セグメントにおける売上高は146,158千円（内部取引を含む）と前年同四半期比で85,801

千円（142.2％）の増加となり、セグメント損失が239,750千円（内部取引を含む。前年同四半期は237,539千円

の損失）となりました。 

 

② 韓国 

 韓国セグメントでは、Gala Lab Corp.のオンラインゲーム事業で主力ゲームの「Flyff Online（フリフオンラ

イン）」及び「Rappelz（ラペルズ）」において、ユーザーへのアイテム販売減少によるロイヤリティの減収や

ライセンス期間終了によるライセンスフィーの減収等から売上高が減少し、スマートフォンアプリ事業では、

「Flyff All Stars（フリフオールスターズ）」のロイヤリティ収入（内部取引）が減少したものの、「Arcane

（アーケイン）」の運営管理業務収入（内部取引）が増加いたしました。 

 費用面では、売上高の減少に伴う業務委託費の減少及び開発費の資産計上等により売上原価、販売費及び一般

管理費ともに前年同四半期と比較し減少いたしました。 

 これらの結果、韓国セグメントの売上高は203,409千円（内部取引を含む）と前年同四半期比で21,207千円

（9.4％）の減収となり、セグメント損失が51,170千円（内部取引を含む。前年同四半期は84,644千円の損失）

となりました。 

 

(2）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末残高

に比べて60,182千円増加し当第２四半期連結会計期間末には365,947千円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

① 営業活動によるキャッシュ・フローの状況 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、94,265千円の資金獲得（前年同四半期は355,210千円の資金使用）と

なりました。収入の主な内訳は、退職給付に係る負債の増加額10,454千円、売上債権の減少額27,461千円、前払

費用の減少額259,645千円であり、支出の主な内訳は、税金等調整前四半期純損失285,097千円、法人税等の支払

額4,118千円であります。 

 

② 投資活動によるキャッシュ・フローの状況 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、64,297千円の資金獲得（前年同四半期は494,724千円の資金使用）と

なりました。これは主に定期預金の払戻による収入100,000千円、無形固定資産の取得による支出35,368千円に

よるものであります。 

 

③ 財務活動によるキャッシュ・フローの状況 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、92,000千円の資金使用（前年同四半期比は1,081,249千円の資金獲

得）となりました。これは、短期借入金の減少額92,000千円によるものであります。 

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 

(4）研究開発活動 

 該当事項はありません。 

 

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

 当社グループでは、「オンライン・コミュニティ」を中心としてビジネス展開を行い、収益確保を実現するた

め、グローバルなビジネス展開を推進し、世界規模のビジネスネットワークの構築にむけて取り組んでおります。 

 また、インターネット環境の変化に適応し、当社グループの新たな収益獲得基盤を構築すべく、スマートフォン

アプリ事業展開を積極的に進めて行く予定であります。 
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(6）経営者の問題認識と今後の方針について 

 インターネット環境が日々進化し普及率が高まるにつれて、個人消費者におけるインターネット環境が向上し、

人々の関わり方にも変化がもたらされています。 

 当社グループにおきましては、インターネットにおけるコミュニティ関連サービスの提供を通じて、世界中の

人々の交流を促進し、地球規模での人と人との交流を大切にしたいと考えております。現在は、インターネットに

おける人々のコミュニケーションの促進を図るスマートフォン向けアプリケーションの開発及び提供を中核とする

オンライン・コミュニティを中心としたビジネスをグローバルに展開し、リーディングカンパニーとなるための移

行期であり、競争優位性の確立のための準備段階と認識しております。 

 中長期的には以下の戦略において事業展開を計画しております。 

① スマートフォンアプリ事業 

 当社グループの主要事業に成長させるべく、第三者からの資本参加も含めて、アプリ開発及びライセンス取得

に必要な資金を確保しながら、当社グループのグローバルなネットワークを活用し、アプリ開発及びライセンス

取得に努めます。また、グローバルにサービス提供を行う体制を構築してまいります。 

② オンラインゲーム事業 

 当社グループは開発元として、既存タイトルのアップデートを継続し、パブリッシャーからの安定的な収益獲

得を目指します。 

 

(7）継続企業の前提に関する重要事象等について 

 当社グループは、「第２ 事業の状況 １ 事業等のリスク (2）継続企業の前提に関する重要事象等につい

て」に記載のとおり、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。 

 当該状況等を解消し、又は改善するための対応策として、①スマートフォンアプリ事業における自社グループア

プリの開発、②ゲームアプリライセンスの獲得による提供アプリの増加、③資金繰りについて取り組んでおりま

す。 

 当社グループの対応策の詳細は、「第４ 経理の状況 継続企業の前提に関する事項」に記載しております。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 39,292,000 

計 39,292,000 

 

②【発行済株式】

種類 
第２四半期会計期間末
現在発行数（株） 
（平成28年９月30日） 

提出日現在発行数 
（株） 

（平成28年11月11日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式 15,854,800 15,854,800 

東京証券取引所 

JASDAQ 

（スタンダード） 

単元株式数100株 

計 15,854,800 15,854,800 － － 

（注） 「提出日現在発行数」には、平成28年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。 

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。 

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式 
総数増減数 

(株） 

発行済株式 
総数残高 
（株） 

資本金増減額 
（千円） 

資本金残高 
（千円） 

資本準備金 
増減額 

（千円） 

資本準備金 
残高 

（千円） 

平成28年７月１日～ 

平成28年９月30日 
－ 15,854,800 － 3,101,527 － 1,241,096 
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（６）【大株主の状況】

    平成28年９月30日現在 

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

菊川 曉 東京都港区 3,502,900 22.09 

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－10 250,300 1.58 

Ｏａｋキャピタル株式会社 東京都港区赤坂８丁目10－24 167,700 1.06 

後藤 亜希子 群馬県高崎市 111,700 0.70 

マネックス証券株式会社 東京都千代田区麹町２丁目４－１ 110,588 0.70 

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６－１ 82,100 0.52 

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券

株式会社 
東京都千代田区丸の内２丁目５－２ 70,500 0.44 

竹内 勝徳 東京都中央区 60,000 0.38 

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目４ 54,400 0.34 

ＧＭＯクリック証券株式会社 東京都渋谷区桜丘町20－１ 47,100 0.30 

計 － 4,457,288 28.11 

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在 
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） － － － 

完全議決権株式（その他） 
普通株式 

15,852,700 
158,527 

権利内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式 

単元未満株式 
普通株式 

2,100 
－ － 

発行済株式総数 15,854,800 － － 

総株主の議決権 － 158,527 － 

 

②【自己株式等】

 該当事項はありません。 

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。 
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、海南監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
（平成28年３月31日） 

当第２四半期連結会計期間 
（平成28年９月30日） 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 405,764 365,947 

売掛金 126,915 90,668 

前渡金 36,453 5,527 

前払費用 582,418 306,116 

その他 18,906 3,051 

貸倒引当金 △65 △300 

流動資産合計 1,170,393 771,010 

固定資産    

有形固定資産 1,558 1,428 

無形固定資産    

ソフトウエア 27,628 71,154 

権利金 36,054 31,046 

その他 5,790 5,550 

無形固定資産合計 69,473 107,750 

投資その他の資産    

投資有価証券 375 399 

長期貸付金 96,185 90,230 

敷金及び保証金 5,408 5,396 

破産更生債権等 23,062 23,062 

その他 11,673 10,558 

貸倒引当金 △20,303 △20,303 

投資その他の資産合計 116,402 109,343 

固定資産合計 187,435 218,522 

資産合計 1,357,828 989,533 

負債の部    

流動負債    

買掛金 2,759 2,759 

短期借入金 137,200 36,400 

未払金 13,234 31,175 

未払費用 52,973 46,468 

前受金 26,922 24,775 

前受収益 20,095 19,248 

未払法人税等 1,240 558 

その他 790 847 

流動負債合計 255,215 162,232 

固定負債    

長期前受収益 82,898 72,585 

繰延税金負債 37 45 

退職給付に係る負債 87,686 91,764 

長期預り保証金 48,072 45,106 

固定負債合計 218,694 209,501 

負債合計 473,909 371,734 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
（平成28年３月31日） 

当第２四半期連結会計期間 
（平成28年９月30日） 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,101,527 3,101,527 

資本剰余金 1,657,072 1,657,072 

利益剰余金 △3,408,970 △3,692,026 

株主資本合計 1,349,629 1,066,572 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 86 102 

為替換算調整勘定 △488,598 △465,225 

その他の包括利益累計額合計 △488,511 △465,122 

新株予約権 8,288 8,288 

非支配株主持分 14,513 8,060 

純資産合計 883,919 617,798 

負債純資産合計 1,357,828 989,533 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 248,083 302,408 

売上原価 56,431 114,303 

売上総利益 191,652 188,104 

販売費及び一般管理費 ※１ 512,378 ※１ 445,593 

営業損失（△） △320,725 △257,488 

営業外収益    

受取利息 1,174 1,746 

還付消費税等 1,702 － 

その他 210 423 

営業外収益合計 3,087 2,170 

営業外費用    

支払利息 859 2,140 

為替差損 3,538 27,287 

その他 11 405 

営業外費用合計 4,409 29,833 

経常損失（△） △322,047 △285,152 

特別利益    

固定資産売却益 － 55 

新株予約権戻入益 2,912 － 

契約解除益 867 － 

関係会社株式売却益 725 － 

その他 500 － 

特別利益合計 5,005 55 

税金等調整前四半期純損失（△） △317,041 △285,097 

法人税、住民税及び事業税 4,168 3,435 

法人税等合計 4,168 3,435 

四半期純損失（△） △321,210 △288,532 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △5,778 △5,476 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △315,432 △283,056 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純損失（△） △321,210 △288,532 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △17 15 

為替換算調整勘定 11,050 22,395 

その他の包括利益合計 11,032 22,411 

四半期包括利益 △310,177 △266,120 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △303,658 △259,667 

非支配株主に係る四半期包括利益 △6,519 △6,453 
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純損失（△） △317,041 △285,097 

減価償却費 889 5,382 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 68 238 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 12,451 10,454 

受取利息及び受取配当金 △1,174 △1,746 

支払利息 859 2,140 

新株予約権戻入益 △2,912 － 

契約解除益 △867 － 

関係会社株式売却損益（△は益） △725 － 

売上債権の増減額（△は増加） 4,544 27,461 

仕入債務の増減額（△は減少） △25 － 

前受金の増減額（△は減少） △7,868 413 

前払費用の増減額（△は増加） △435 259,645 

その他 △38,365 80,467 

小計 △350,603 99,360 

利息及び配当金の受取額 1,174 821 

利息の支払額 △863 △2,015 

法人税等の還付額 27 216 

法人税等の支払額 △4,945 △4,118 

営業活動によるキャッシュ・フロー △355,210 94,265 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の払戻による収入 － 100,000 

定期預金の預入による支出 △500,000 － 

有形固定資産の取得による支出 △620 △389 

有形固定資産の売却による収入 － 55 

無形固定資産の取得による支出 △217 △35,368 

子会社株式の売却による収入 6,113 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △494,724 64,297 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △13,118 △92,000 

株式の発行による収入 1,032,842 － 

新株予約権の発行による収入 13,768 － 

非支配株主からの払込みによる収入 48,393 － 

その他 △636 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,081,249 △92,000 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,032 △6,379 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 227,281 60,182 

現金及び現金同等物の期首残高 379,478 305,764 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 606,760 ※１ 365,947 
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

 当社及び連結子会社（以下、「当社グループ」という。）は、前連結会計年度において営業損失426,822千円及び

親会社株主に帰属する当期純損失470,952千円を計上しております。また、当第２四半期連結累計期間においても売

上高は302,408千円と前年同四半期比21.9％の増加となったものの、営業損失257,488千円及び親会社株主に帰属する

四半期純損失283,056千円を計上しており、現在の低迷した売上状況が継続すれば営業損失が継続し資金繰りに懸念

が生じる可能性があります。当該状況等により継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在

しております。

 当社グループは、当該状況を早期に解消又は改善すべく、以下の対応策を実施してまいります。 

 まず、スマートフォンアプリ事業において、グローバルライセンスを取得したゲームアプリ「Arcane（アーケイ

ン）」の英語版、日本語版の提供及びその後の多国語展開を進め、収益化を目指します。 

 また、自社グループ開発のＰＣオンラインゲーム「Flyff（フリフ）」、「Rappelz（ラペルズ）」を題材としたゲ

ームアプリの開発を進め、当該ゲームアプリの早期リリース及び収益化を目指します。 

 資金繰りにつきましては、前連結会計年度に第三者割当による株式及び新株予約権を発行し、当該新株予約権の権

利行使により、当面の事業資金として1,047,222千円を調達いたしました。 

 以上の施策を実施するとともに、今後も引続き有効と考えられる施策については、積極的に実施してまいります。 

 しかしながら、これらの改善策を実施してもなお、今後の売上高及び利益の回復は、組織体制の見直し、スマート

フォン向けアプリの開発の進捗状況、市場投入の時期、市場での競争激化による環境の変化等に左右されることか

ら、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

 なお、当社グループの四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な

不確実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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（四半期連結損益計算書関係）

※１ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
 前第２四半期連結累計期間 

（自 平成27年４月１日 
  至 平成27年９月30日） 

 当第２四半期連結累計期間 
（自 平成28年４月１日 

  至 平成28年９月30日） 

給料手当 116,673千円 74,718千円 

退職給付費用 12,601千円 8,535千円 

賃借料 78,568千円 63,990千円 

広告宣伝費 175,166千円 159,106千円 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に記載されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間 
（自 平成27年４月１日 
至 平成27年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成28年４月１日 
至 平成28年９月30日） 

現金及び預金勘定 1,106,760千円 365,947千円 

預入期間が３か月を超える定期預金 △500,000千円 －千円 

現金及び現金同等物 606,760千円 365,947千円 

 

（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） 

１．株主資本の著しい変動 

 当社は、平成27年５月11日付で、Ｏａｋキャピタル株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。ま

た、同日付でＯａｋキャピタル株式会社に発行した新株予約権の一部が第１四半期連結累計期間に権利行使さ

れました。 

 また、平成27年８月６日付でGala Lab Corp.が非支配株主から株主割当増資の払い込みを受け、資本剰余金

が32,550千円増加いたしました。 

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間において、資本金が526,837千円、資本準備金が526,837千円増加

し、当第２四半期連結会計期間末において資本金が3,090,922千円、資本剰余金が1,651,931千円となっており

ます。 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日） 

１．株主資本の著しい変動 

 該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２   日本 韓国 計 

売上高          

(1）外部顧客への売上高 34,991 213,092 248,083 － 248,083 

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
25,366 11,524 36,890 △36,890 － 

計 60,357 224,617 284,974 △36,890 248,083 

セグメント損失（△） △237,539 △84,644 △322,183 1,458 △320,725 

（注）１．セグメント損失の調整額1,458千円は、セグメント間取引消去1,458千円であります。 

２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２   日本 韓国 計 

売上高          

(1）外部顧客への売上高 130,448 171,960 302,408 － 302,408 

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
15,709 31,449 47,158 △47,158 － 

計 146,158 203,409 349,567 △47,158 302,408 

セグメント損失（△） △239,750 △51,170 △290,920 33,432 △257,488 

（注）１．セグメント損失の調整額33,432千円は、セグメント間取引消去33,432千円であります。 

２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前第２四半期連結累計期間 
（自 平成27年４月１日 
至 平成27年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成28年４月１日 
至 平成28年９月30日） 

１株当たり四半期純損失金額（△） △20円33銭 △17円85銭 

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円） 
△315,432 △283,056 

普通株主に帰属しない金額（千円） － － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失金額（△）（千円） 
△315,432 △283,056 

普通株式の期中平均株式数（株） 15,514,200 15,854,800 

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であるため、記載しており

ません。 

 

２【その他】

 該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年11月10日

株式会社ガーラ 

取締役会 御中 

 

海南監査法人 

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

  公認会計士 溝口 俊一  印 

 

 
指 定 社 員 
業務執行社員 

  公認会計士 秋葉  陽  印 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ガー

ラの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

 

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

 

監査人の結論 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ガーラ及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

 

強調事項 

 継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は前連結会計年度において営業損失426,822千円及び親会

社株主に帰属する当期純損失470,952千円を計上している。また当第２四半期連結累計期間においても営業損失257,488千

円及び親会社株主に帰属する四半期純損失283,056千円を計上している。現在の低迷した売上状況が継続すれば営業損失

が継続し資金繰りに懸念が生じる可能性があり、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており、

現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該状況に対する対応策及び重要な不確実性が

認められる理由については当該注記に記載されている。四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、こ

のような重要な不確実性の影響は四半期連結財務諸表に反映されていない。 

 当該事項は当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。 

 

利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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